
背景

03. 750mの舞台　　 計画敷地

02. 伝統を手の届くカタチに

01. 失われた左岸

提案

04. 伝統材を用いた日常を 設計手法

敷地：京都府京都市先斗町鴨川

納涼床は明治になると7・8月に床を出す風習が定着し、

鴨川の右岸・左岸の両岸に床が並んだ。しかし明治 27

年や大正 4年には左岸（東側）の床は姿を消し、さら

に大正期には治水工事のため床机が禁止、昭和 4年に

は半永久的な床が全面禁止となる。

こうした変遷を経ても、京都の夏を象徴する大切な文

化であり、この風習を未来へ受け渡していく
ことが求められる。

夏限定、鴨川沿いの店が川側に張り出す仮設テラス

納涼床の風景は、これまで主に橋上からの一望として記憶されてきた。失われた岸に半屋外の
縁側を再設置し、対岸の納涼床を額縁に収めた季節の眺めとして継承する。モノを恒久化せず、
見る行為と風景の継続性を設計する提案である

眺めが橋上の一望のみ
視線を編集

眺めを継承＋設え自体も新たな
景色となる

現状 効果

左岸右岸

納涼床の対岸に全長約 750mの縁側を連続配置し、30mピッチで開口と階段を挿入。川辺と
街路を編み直し、回遊性を高める

水面に跳ねた光が曲面でやさしく拡散し、川
からの風を引き入れる

上部は日常の延長、下部は新たな眺めの舞台。
二層で「暮らし」と「風景」をつくる。
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集成材 北山杉

ヒノキ
川面に最も近いゾーンは、ヒノキを基
材とし、耐朽・耐水性能で支える

北山杉の艶やかな木肌と
緻密で美しい杢目の間か
ら景色を眺める

集成材を用いることで曲
面という自由な形成を可
能にする
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風が気持ちいい！

寝れそうだ！

断面図　S＝1:130
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納涼床を眺める場所として、体を休める場所として日常の中で機能する

永続的に迫り出す対岸の床は現在の納涼床との対比と歴史の継承を行う
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随所に設けられる開口と植栽は伝統材を利用した空間をより輝かせる

日
常
と
共
に
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